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議会だより

願いをこめて    三九郎づくり
（鵜山子ども会）

町民の皆さんと議会との意見交換会    ‥‥  P.３
一般会計補正予算の目玉    ‥‥‥‥‥  P.４～５
ここが聞きたい（一般質問）    ‥‥‥‥  P.８～12

12月定例会    休日議会を開催



 

す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
る
い
、
そ
し

て
希
望
の
持
て
る
新
年
を
、
ご

家
族
皆
様
で
お
迎
え
の
こ
と
と

　
昨
年
も
九
州
熊
本
地
震
、
鳥

取
地
震
の
発
生
に
よ
る
大
き
な

災
害
の
発
生
、
長
雨
、
台
風
に
よ

る
北
海
道
・
東
北
で
の
水
害
な

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
。
一
日
も
早
く
改
善
す
る
こ

と
こ
そ
が
、
生
き
残
れ
る
道
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
総
合
体
育
館
の
改

修
、
弓
道
場
の
移
転
な
ど
大
型

事
業
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
財

源
確
保
に
し
っ
か
り
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
35
％

を
越
し
た
高
齢
化
率
や
40
人
程

新
年
の
あ
い
さ
つ
・
休
日
議
会

議会議長

那須　博天

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
年
頭
に
当
た
り
議
会
を
代

表
し
て
謹
ん
で
新
春
の
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
常
日
頃
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
で
あ
り
、
議
決
し
た
こ
と
は

町
民
の
皆
様
に
対
し
て
重
大
な

責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
議
会
報
な
ど

で
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
絶
大
な
る
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

ど
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
全

国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
池

田
町
で
も
、
中
島
、
広
津
地
区
な

ど
８
月
の
大
雨
に
よ
り
土
砂
災

害
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い

大
き
な
災
害
に
は
な
ら
ず
に
す

み
、
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
関
係
に
お
き
ま
し
て

は
、
池
田
町
農
業
の
主
力
で
あ

る
稲
作
が
、
来
年
30
年
度
か
ら

減
反
政
策
が
変
更
に
な
り
水
田

に
対
す
る
取
り
組
み
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨

年
よ
り
進
め
て
い
る
農
業
組
織

の
法
人
化
を
含
め
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
農
地
集
積
や
規
模
拡

大
・
生
産
性
向
上
に
、
よ
り
強
く

度
の
出
生
者
に
よ
る
少
子
化
を

考
え
ま
す
と
医
療
、
福
祉
、
介
護

な
ど
の
充
実
こ
そ
が
健
康
で
楽

し
く
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
生
活
関
連
の
整
備
、
福
祉
対

策
、
農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
の

充
実
を
進
め
、
こ
の
雄
大
な
自

然
に
負
け
な
い
池
田
町
と
し
て

発
展
す
る
よ
う
願
う
所
で
あ
り

ま
す
。

　
お
互
い
の
絆
を
大
切
に
し

て
、
良
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
は
12
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
開

か
れ
た
。
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
12
月
18
日

（
日
曜
日
）
に
休
日
議
会
を
行
い
、
９
人
の
議
員

が
町
政
を
質
し
た
。
議
場
で
の
傍
聴
者
は
延
べ
21

人
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
議
会
中
継
視
聴
者

は
約
30
人
で
あ
っ
た
。
提
出
さ
れ
た
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
５
件
、
意
見
書
１
件
を

審
議
し
、
全
て
可
決
し
た
。

　
議
会
中
継
で
不
手
際
が
あ
っ
た
こ
と
お
詫
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

休日議会　傍聴者の声

● 池田町で取組まれている休日議会

は多くの町民の民意を反映してお

り、素晴らしいと思います。更に、

住民福祉の向上・地域経済の活性

化に頑張ってください。 　

　　　　　　　　　（松川村議会議員）

活発な論議をした休日議会

● 当面の課題や将来構想など、多面的な質疑応

答がなされ、今後の町の将来像について考え

るきっかけを頂きました。 　　　（一町民）

● 日曜議会の開催にも関わらず、ことのほか傍聴人が少な

かったのは残念。本腰を入れた町民一体化による行政の

構築が必要。　　　　　　　　　　　　　　 　（一町民）

休
日
議
会

休
日
議
会

12
月
定
例
会
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町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会

池
田
町
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
く
第
４
回
「
町
民
の
皆
さ
ん

と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」
が

11
月
17
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で

開
か
れ
た
。
２
自
治
会
（
一
丁

目
、
内
鎌
）
と
町
商
工
会
の
３
団

体
と
で
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
参
加
町
民
は
延
べ
53
名
で

あ
っ
た
。

　
交
換
会
で
は
町
政
・
議
会
に

関
す
る
こ
と
な
ど
様
々
な
意
見

要
望
・
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
議

会
で
は
寄
せ
ら
れ
た
項
目
を
検

討
し
、
議
会
と
し
て
直
ち
に
町

民
の
皆
さ
ん
に
回
答
す
べ
き
事

項
、
議
会
と
し
て
調
査
研
究
す

べ
き
事
項
に
分
け
、
検
討
結
果

は
次
号
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
紹

介
す
る
。
今
回
は
直
ち
に
町
民

の
皆
さ
ん
に
回
答
す
べ
き
事
項

を
お
知
ら
せ
す
る
。

問 27年度池田町国民健康保険特別会計
（国保）の決算で、「議会だより」と
「町広報」とで、数字が違う。理由は。

答　「議会だより」では、27年度の各会計の実際

の黒字額を示しました。27年度に国庫負担金

の療養給付費等負担金が精算で2366万3851

円の超過交付となりました。このお金は国に

返還しなければならないので、「町広報」の額

から返還額を引いた額が実際の黒字額とな

り、「議会だより」では実際の黒字額を表記し

ました。次年度会計の繰越金は実際の黒字額

に基づき決められます。今後は（注）で数値

の説明をするなど、分かりやすさに努めます。

問 常任委員会は公開で、傍聴できるか。委員会
開催日を事前に知らせて欲しい。

答 町議会基本条例及び町議会委員会条例により常任委

員長の許可を得た人は傍聴できます。ご希望の方は議

会事務局（電話62-9529）にお申し込みいただきたいと

思います。なお、委員会の日程はこの10月から町ホー

ムページ議会欄に（会期日程）掲載しております。今

後、さらにお知らせする方法を検討します。

問 地域交流センターの予算（12.9億円）に音響
などの備品費は計上されているか。

答 町の説明では、「音響は本体工事費のなかに計上され

ており、備品費（机、イスなど）は4,700万円を計上し

ている」としています。

問 地域交流センターの東側用地取得に補償料
を払った理由は。

答 町の説明では、「公共用地取得する場合、損失補償料

（用地代、営業補償など）を払うことは国土交通省の

要綱で決まっている」としています。

町商工会との意見交換会

● 池田町の補助や支援策は、少しずつ他の

自治体より水準が低い。他と合わせる方

策を。

● 池田町の水道料は県下でも高い。議会と

しても改善の検討を。

● 町なかの活性化対策について議会も一

緒に考えて。

● プレミアム商品券事業のやり方を工夫

して。

● 防災無線に雑音

が入り聞こえな

い。対策を。

第４回「町民の皆さんと

議会との意見交換会」を開催

第４回「町民の皆さんと

議会との意見交換会」を開催

開かれた
議会を目指し

意見交換会で出された

主な意見・要望
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28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

質　　　　　疑

予算決算特別委員会

消火栓の点検

問　防災訓練の際、消火栓の水が出な

いことがあった。消火栓の点検につい

ての強化が必要ではないか。

総務課長　今回、消火栓の一斉点検を

行ったところ５か所で不具合がでたの

で予算計上した。今後も毎月消火栓の水

を出し、点検するよう消防団に周知した。

出産児数の減

町なかの

道路除雪

問　町は出産見込みを60人から40人と

し、出産祝い金予算を100万円減額した。

出産児数の減をどのように考えるか。

町長　11月末までの新生児は25人で、昨年

の約30％の減で危機的状況である。安曇野

市も含む広域連携での結婚推進及び子育て

支援に取り組む。

問　町なかの道路除雪でトラブルがあ

消火栓取り換え工事個所（豊町）

ると聞く。トラブルが発生しないよう

話し合いができないか。

建設水道課　町なかで除雪すると道路

脇に雪が残る。近隣のご協力で対応し

て戴ければありがたい。除雪を望まな

い方の前の道路は融雪剤を撒くことで

対応している。しかし、路面が危険な場

合には配慮せざるを得ないことも理解

して欲しい。 町なかの道路除雪

問　会染小学校のプール案内看板設置

を予算化した理由は。

教育課　会染小学校のプールは学校入

り口から西側の奥にあり、場所が分か

りにくい。プールでの事故が起きた際、

救急車が迷う恐れがある。ＰＴＡから

要望もあり、案内看板を設置する。

会染小学校
プール案内
看板

会染小学校プール
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28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

池田小学校の
大規模改修工事
（第４期）

5,829万円
財源：国交付金 1,962万円

　　　起　　債 2,900万円

　　　一般財源 967万円

在宅介護者への
支援金支給制度が
復活しました！

539 万円
財源：一般財源　539万円

鵜山ぶどう園整備・
町内水路改修を
進めます！

5,113万円
財源：県補助金 4,479万円

　　　町事業債 60万円

　　　一般財源 574万円

目玉事業　ピックアップ

大規模改修が行われる池田小学校

《改修工事の内容》 

● 床塗装：

　 特別教室、昇降口 

● 照明ＬＥＤ化：教室 

● 自動火災報知設置

改修：教室 

● 扇風機設置：

　 教室、特別教室

申請月：２月

支給月：３月

● 支給額：要介護者１人につき年３万円 

● 加算金：３千円（介護者の健康診断費用）

● 支給対象者

・65歳以上の要介護度４、５の方を主に介護さ

れている人

・65歳以上の認知症自立度 Ⅲ以上の方を主に

介護されている人

・特別障害者手当を受けている方を主に介護さ

れている人

・３歳以上の方で特別障がい者と同等以上の障

がいのある方を在宅で主に介護されている人

整備工事中の鵜山ぶどう園整備 林中水路改修工事個所

《町内水路改修場所》 
・ワイン用のぶどうを２ヘクタール

● 中島カニ沢 
整備する。

● 内鎌・中の郷・滝沢水路 
・ぶどう栽培者は町内の㈱ヴィニョ

● 鵜山・正科・林中水路
ブル安曇野です。
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12
月
定
例
会
審
査
結
果区分 件　名 内　容 審査結果

議案
町一般職職員の給与の一部を

改定する条例

　人事院勧告に基づき、４月にさかのぼり次の給

与改定を行う。

①初任給・若年層の給与を月1500円程度上げる。

そのほかの職員は400円を基本(平均0.23%)に

引き上げ改定する。

②期末・勤勉手当を0.1ヶ月引き上げ、4.3ヶ月に

改定する。（現行4.2ヶ月）

③配偶者・子・父母などの扶養手当を段階的に見

直す。

可決

議案

町特別職（町長・副町長・教育

長・議員）の給与の一部を改定

する条例

町一般職職員の給与改定に準じて、期末手当の月

数を0.1ヶ月引き上げ3.25ヶ月とする。
可決

議案 平成28年度一般会計補正予算 ４～５頁に予算・審議内容を記載 可決

議案
平成28年度国民健康保険特別

会計補正予算

前年度の精算により407万円の交付金が入ったの

で、療養給付費と高額医療費を増額とした。
可決

議案
平成28年度水道事業会計補正

予算

一般会計補正予算消防設備費の予算を用い、消火

栓5か所の修繕を行う。
可決

発議
地方議会議員の厚生年金制度

への加入を求める意見書

地方議会議員のなり手を増やすため地方議会議

員の厚生年金制度への加入を求める意見書を国

に上げる。

可決

《総務福祉委員会などでの質疑》

Ｑ 給与の条例改定でどの程度の予算増

となるか。

答 町一般職職員・特別職合わせ450万円

程度の増となる。

Ｑ 町職員給与のラスパイレス指数はど

うなるか。

答 96程度と予想する。

一口メモ

●ラスパイレス指数とは

　各地方公共団体の一般行政職の平均給料月額

を、職員の学歴別・経験年数別構成などが国と同

一であると仮定し、国家公務員の平均給料月額を

100として算出した指数のこと。

お詫び
と訂正

前号の議会だより15ページで「法人町民税改正に関する請願」について、「町商工会」から出されたと記載しまし

たが、正しくは「大北法人会池田支部」から出されました。おわびし、訂正させていただきます。
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９月議会での
27年度決算審査意見に対する町回答

９月議会での
27年度決算審査意見に対する町回答

27
年
度
決
算
審
査
意
見
に
対
す
る
町
回
答

町税・国保・上下水道料金などの滞納額総計は約１億7100万円にのぼっている。
全課を上げて連携をとり滞納削減に努力されたい。１

町回答　個人情報保護に注意しながら次の対策をとる。

●通常時の滞納整理の強化として春季（５月前後）及び冬季（11月前後）における一斉滞納整理月

を設けて滞納額の削減を図る。

●課を超えて役場全体での業務として課内外の情報交換連携を行う。

質の異なる自然災害が多発している。災害対応への取り組みを強化されたい。
また、次の100周年に向け人口減を抑える取り組みに努力されたい。２

町回答　防災担当職員1名を10月1日付けで配置し、平成29年度組織再編で消防防災の係（案）を創

設し、災害対応への取り組みを強化する。

●地方創生法に基づく「あづみの池田総合戦略」を柱に人口増対策を実施していく。

ゴミ収集量が再び増加し、穂高広域施設組合参加自
治体で最下位となった。対策を講じられたい。３

町回答　池田学問所の講座や自治会等で開催するごみの分別学

習会に講師として出向き、ごみ減量化に取り組んでいく。

ワインの里づくりに向け、具体的な取り組みをさらに進められたい。４
町回答　今後、県内外のワイナリーの視察、ワイナリー希望者の把握などを行い、ワイナリーの建

県道沿いゴミ収集場

設及び運営方法について具体的な検討に入っていく。

今後増える大雨対策として内川とは別の大きな排水路設置に向け早急に研究を。５
町回答　排水路設置に対する補助事業がなく、町単独での施工は難しいため、今後計画される圃場

整備事業などでの対応を含め研究したい。

地域交流センターの公民館・図書館
が町民に親しまれ交流の場となるよ
う計画策定・町民応援団の育成に努
力されたい。

６

町回答　交流センター基本構想、ワークショッ

プ、検討委員会また議会の皆様からのご指摘、

ご意見に基づき検討を進めている。町民応援

団は設置に向け検討をしている。 地域交流センター東用地の整備進む

池田町議会だより　第113号　2017年１月25日発行7



 

休
日
議
会
　
一
般
質
問

【
振
興
課
長
】
来
年
か
ら
住
民
参
加
型
を
検
討
す
る

矢
口
　
新
平

議
員

ワ
イ
ン
祭
り
に
改
善
を

住
民
参
加
型
の

一
人
当
た
り
・
一
世
帯
あ

た
り
購
入
限
度
額
を
つ
く

り
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
見
直

し
、
工
夫
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
ま
た
、
次
回

は
３
千
セ
ッ
ト
か
ら
４
千

セ
ッ
ト
に
増
や
す
こ
と
も

検
討
す
る
。

て
る
て
る
坊
主
の
巨
大

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

問
　
池
田
町
は
「
て
る
て
る

坊
主
の
歌
」
発
祥
の
地
で
あ

る
。
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
町
の
玄
関
で
あ
る
ハ
ー

ブ
セ
ン
タ
ー
に
、
て
る
て
る

坊
主
の
巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
設
置
は
ど
う
か
。

答
　
池
田
町
は
「
花
と
ハ
ー

ブ
の
里
」
と
し
て

年
間
取

り
組
ん
で
お
り
、「
花
と

ハ
ー
ブ
」
も
定
着
し
つ
つ
あ

る
。
て
る
て
る
坊
主
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
将
来
構
想
と
し

て
温
め
て
い
く
。

30

大出　美晴 議員

ワイン祭りの

これからの進め方は

【町長】お客様への絶好のプロモーションの

　　　　場と考える

問
　
ワ
イ
ン
祭
入
場
券
の

販
売
に
つ
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の

販
売
も
含
め
当
日
販
売
も

考
え
て
は
ど
う
か
。

答
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
及
び
実
行
委
員

会
に
お
い
て
来
年
度
に
向

け
研
究
を
し
て
い
く
。

問
　
こ
の
祭
り
を
地
域
商

業
の
販
売
チ
ャ
ン
ス
と
宣

伝
の
場
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
内
事
業
者
の
活
性

化
、
町
内
経
済
の
更
な
る
発

展
の
た
め
に
も
、
今
後
一
層

積
極
的
な
出
店
と
協
力
を

お
願
い
す
る
。
町
と
し
て
も

情
報
発
信
の
場
と
し
て
活

ワ
イ
ン
祭
り
を
楽
し
む
参
加
者

答
　
直
近
集
計
で
は
、

件
数
７
１
３
件
で
１
５

４
７
万
円
の
申
し
込
み

が
あ
る
。
昨
年
に
比
べ

大
幅
な
伸
び
で
あ
る
。

費
用
対
効
果
は
、
必
要

経
費
が

％
で
あ
る
。

地
場
産
品
の
売
り
上
げ

拡
大
、
納
税
額
の
増
大

な
ど
、
大
い
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
解
釈
す

る
。

問
　
専
門
業
者
（
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
）
が
複
数

あ
っ
て
は
い
け
な
い
の

59

用
を
考
え
る
。

問
　
ワ
イ
ン
祭
り
の
仕
掛

け
は
町
が
考
え
、
実
行
は
町

民
が
行
う
と
い
う
考
え
は

ど
う
か
。

答
　
次
回
か
ら
、
Ｊ
Ａ
・
商

工
会
な
ど
新
し
い
方
が
実

行
委
員
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
予
定
。
多
く
の
住
民

が
参
加
協
力
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
開
催
が
可
能
か
、
仕
組

み
づ
く
り
の
研
究
も
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
額
増
を
図
る
に

は問
　
寄
付
金
の
伸
び
と
費

用
対
効
果
は
。

か
。

答
　
複
数
化
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
や
効
果
を
踏
ま
え

た
上
で
、
対
応
し
て
い
く
。

問
　
町
内
の
特
産
品
や
農

産
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
対

象
品
と
し
て
、
自
分
た
ち
で

調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
　
町
と
し
て
、
特
産
品
と

し
て
返
礼
品
に
な
る
か
検

討
す
る
中
で
、
町
内
業
者
へ

の
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。

返
礼
品
の
提
供
が
で
き
る

事
業
者
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
な
ど
で
呼
び

か
け
て
、
品
数
を
増
や
し
て

行
き
た
い
。
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問
　
ワ
イ
ン
祭
り
は
３
回

目
と
な
り
定
着
し
て
き
た
。

町
は
、
ど
ん
な
ワ
イ
ン
祭
り

を
目
指
す
の
か
。

答
　
町
産
ぶ
ど
う
で
醸
造

さ
れ
た
美
味
し
い
ワ
イ
ン

祭
り
と
し
、
誘
客
を
増
や
し

た
い
。

問
　
祭
り
の
マ
ン
ネ
リ
化

が
み
ら
れ
る
。
住
民
参
加
型

の
ワ
イ
ン
祭
り
に
で
き
な

い
か
。

答
　
来
年
の
ワ
イ
ン
祭
り

は
、
役
場
の
職
員
の
他
に
Ｊ

Ａ
や
商
工
会
に
も
実
行
委

員
会
に
参
加
し
て
も
ら
い

住
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

つ
い
て

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
販
売
日
の
一
時
間
余
り

で
売
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
行

列
に
並
ん
で
買
え
な
い

人
々
が
た
く
さ
ん
の
不
平

を
言
っ
て
い
た
。
今
後
の
方

策
は
。

答
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
育
て
世
代
に
優
先
購
入

が
可
能
と
な
る
事
前
予
約

を
行
っ
た
。
一
ケ
月
前
に
二

千
セ
ッ
ト
以
上
が
売
切
れ

て
し
ま
い
、
当
日
は
千
セ
ッ

15

ト
を
欠
け
る
枚
数
し
か

残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後

は
、
広
く
多
く
の
町
民
に
購

入
い
た
だ
く
工
夫
を
し
た

い
。

15

問
　
ひ
と
り
３
セ
ッ
ト
で

家
族
が
５
名
い
れ
ば

セ
ッ
ト

万
円
購
入
で
き
、

お
金
の
あ
る
人
が
何
か
の

目
的
の
た
め
に
大
量
に

買
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
金

持
ち
の
為
の
プ
レ
ミ
ア
ム

券
に
思
え

て
仕
方
が

な
い
が
ど

う
か
。

答
　
多

く

の
町
民
に

行
き
渡
る

た
め
に
、

ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
入
口
の
て
る
て
る
地
蔵
尊
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休
日
議
会
　
一
般
質
問

問
　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に

ど
う
対
処
し
て
い
る
か
。

答
　
貧
困
と
い
わ
れ
る
所
得

の
レ
ベ
ル
は
「
４
人
世
帯
の

可
処
分
所
得
が
２
５
０
万
円

未
満
」
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。
町
の
就
学
援
助
対

象
者
は

年
度

人
で
生
活

資
金
・
居
住
・
就
労
な
ど
で
の

不
安
者
に
は
、
関
係
機
関
と

連
絡
を
取
り
な
が
ら
相
談
に

の
っ
て
い
る
。

問
　
安
全
な
部
活
動
の
在
り

方
は
。

答
　
部
活
で
の
怪
我
の
実
態

は
、
平
成

年
度
実
績
で
バ

ス
ケ
ッ
ト
部
の
８
人
を
最
多

と
し
て
全
部
活
で

件
で
あ

る
。
怪
我
、
ト
ラ
ブ
ル
原
因
は

部
員
同
士
、
生
徒
と
顧
問
間

で
の
摩
擦
に
よ
り
起
こ
り
え

る
。
双
方
と
も
早
期
解
決
に

向
け
、
臨
時
の
職
員
朝
会
、
学

級
指
導
、
教
頭
と
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
顧
問
の
研
修
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
教
員
の
不
祥
事
多
発
の

原
因
は
。

答
　
違
法
行
為
を
「
他
人
ご

と
」
と
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
。

同
時
に
毎
日
が
忙
し
す
ぎ
て

心
に
余
裕
が
な
く
て
、
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
る
こ
と
が
大
き

な
原
因
で
あ
る
。

27
27

53
18

登
校
す
る
仲
良
し
児
童

に
違
っ
て
い
る
。
対
応
す
る

支
援
員
は
、
家
庭
訪
問
、
送

迎
、
放
課
後
や
夜
間
の
登
校

支
援
、
校
外
学
習
指
導
等
を

行
っ
て
い
る
。
不
登
校
対
策

は
児
童
生
徒
の
初
期
サ
イ
ン

や
変
化
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
今
後
は
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活

用
も
新
年
度
の
組
織
改
革
と

合
わ
せ
、
今
後
の
課
題
と
す

る
。
長
期
引
き
こ
も
り
者
へ

答
　
昨
年
・
今
年
の

シ
ャ
ル
ド
ネ
（
白
品

種
）
は
糖
度
や
酸
度

で
良
い
結
果
で
あ
っ

た
。
課
題
は
、
平
担
地

の
た
め
冷
気
が
滞
留

し
て
し
ま
う
こ
と
で

あ
る
。
シ
ャ
ル
ド
ネ

は
問
題
な
い
が
、
メ

ル
ロ
ー
（
赤
品
種
）
は

凍
害
に
弱
い
た
め
影

響
が
出
る
。
棚
の
張

り
方
で
改
善
で
き
な

い
か
県
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
を
交
え

検
討
し
て
い
る
。

の
支
援
、
対
応
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
に
限
定
し
て
の
相

談
会
を
引
き
こ
も
り
相
談
会

と
し
て
間
口
を
広
く
し
支
援

し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
歩
も

外
に
出
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
実
質
支
援
が
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

問
　
三
校
で
の
い
じ
め
の
対

策
は
。

答
　
町
は
平
成

年
「
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
未
然

防
止
策
、
②
早
期
発
見
早
期

解
決
、
③
い
じ
め
確
認
時
対

応
の
三
つ
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
い
じ
め

に
打
ち
勝
つ
強
い
心
精
神
力

を
育
て
る
指
導
が
必
要
に
な

る
。

26

答
　
29

27

問
　
町
の
組
織
改
正
と
あ
わ

せ
、
職
員
の
意
識
改
革
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
　
職
員
に
は
常
に
住
民
感

覚
を
大
切
に
し
、
町
で
何
が

起
き
て
い
る
の
か
を
常
に
意

識
さ
せ
、
現
場
主
義
を
徹
底

さ
せ
る
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
成
果
を
上
げ
、
コ

ス
ト
意
識
を
も
っ
て
、
高
い

志
と
情
熱
を
持
ち
活
躍
す
る

組
織
・
職
員
に
変
え
て
い
き

た
い
。

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
機
能
拡

充
計
画
は

問
　
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
一
帯

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
機
能
拡

充
計
画
の
策
定
は
い
つ
か
。

入
浴
施
設
が
最
優
先
と
考
え

る
が
。

年
度
に
計
画
案
を
作

り
、
本
年
度
中
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。
入

浴
施
設
は

年
度
に
誘
致
を

検
討
し
た
が
、
受
け
手
が
お

【
町
長
】
時
代
の
要
請
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
行
う

和
沢
　
忠
志

議
員

目
的
は

４
月
か
ら
の
町
組
織
改
正
の

年
度
鵜
山
地
区
で
３

、

年
度
渋
田
見
地
区
で
１

ha

30 29

不登校児への接し方、

支援は

桜井　康人 議員

【教育長】家庭と学校、小中連携が必要

ら
ず
断
念
し
た
。

意
見
　
入
浴
施
設
は
更
に
検

17 討
し
て
欲
し
い
。

ha

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
は

問
　
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽

30

培
面
積
拡
大
計
画
はha
。

答
　
作
つ
け
面
積
を
現
在
の

・
５

か
ら

を
目
指

し
て
い
る
。
増
や
す
内
訳
は
、

、

年
頃
ま
で
に
平
担
部

で
　

で
あ
る
。

問
　
栽
培
農
家
へ
の
支
援
体

制
は
。
苗
木
代
の
助
成
は
必

要
と
思
う
が
。

答
　
ぶ
ど
う
棚
な
ど
の
資
材

及
び
機
械
な
ど
の
購
入
経
費

は
国
・
県
の
補
助
金
を
充
て

る
。
資
金
調
達
は
制
度
資
金

か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
苗
木

代
は
農
協
と
連
携
し
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問
　
会
染
林
中
地
区
の
試
験

圃
場
で
の
ぶ
ど
う
栽
培
結
果

と
今
後
の
見
通
し
は
。

ha
8.5
ha 35

問
　
不
登
校
及
び
、
引
き
こ

も
り
の
現
状
、
対
策
は
。

答
　
不
登
校
の
原
因
は
家
庭

環
境
の
変
化
、
保
護
者
の
精

神
状
態
、
友
人
関
係
、
学
力
不

振
、
集
団
不
適
応
な
ど
、
個
々
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休
日
議
会
　
一
般
質
問

【
町
長
】
総
合
学
習
講
座
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
る

横
澤
　
は
ま

議
員

受
け
継
ぐ
取
り
組
み
は

歴
史
・
文
化
の
伝
統
を

問
　
教
育
現
場
に
お
け
る

「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
取
り
組

み
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

答
　
「
地
域
と
協
働
す
る
学

校
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
行
っ

て
い
る
。
現
地
調
査
・
取
材
・

遠
足
・
音
楽
祭
等
を
通
し
、
意

識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見

通
し
は
。

答
　
「
こ
ど
も
の
学
び
支
援

塾
」「
教
科
学
習
支
援
塾
」
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
ふ
る

さ
と
学
習
支
援
塾
」
で
は
総

合
的
な
学
習
を
通
し
支
援
者

の
方
と
共
に
体
験
を
通
し
学

ぶ
姿
勢
を
育
て
て
い
る
。
来

年
度
か
ら
地
域
交
流
活
動
の

取
り
組
み
を
す
る
。

問
　
冊
子
「
池
田
の
文
化
財
・

池
田
も
の
が
た
り
」
の
活
用

は
。

答
　
教
職
員
の
研
修
会
や
各

学
年
で
活
用
を
し
て
い
る
。

「
い
け
だ
物
語
」
塾
を
検
討
し

30

31

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
も
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。
　

問
　
文
化
財
管
理
施

設
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
及
び
今
後
の
施

策
は
。
　
　
　
　
　
　

答
　
現
在
の
図
書
館

を
改
修
し
文
化
財
管

理
施
設
と
し
、
平
成

年
に
設
計
、

年

に
施
設
改
修
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
検
討

が
開
始
さ
れ
先
進
地

視
察
や
地
元
の
意
向

町
教
育
委
員
会
発
行
の

「
池
田
町
の
文
化
財
」「
池
田
も
の
が
た
り
」

て
い
る
。

問
　
文
化
財
保
存
対
策
と
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
結

成
の
考
え
が
あ
る
か
。
　
　
　　　　　　　　　　　　　

答
　
文
化
財
保
護
委
員
会
で

課
題
を
整
理
し
保
存
対
策
を

見
い
だ
し
て
も
ら
う
よ
う
働

き
か
け
て
い
く
。
現
段
階
で

は
結
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
文
化
財
マ
ッ
プ
の
作
成

を
。

の
再
確
認
を
し
な
が
ら
具
体

的
に
進
め
て
い
く
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
実
施

設
計
に
つ
い
て

問
　
町
民
が
よ
り
納
得
で
き

る
意
見
交
換
の
場
が
設
定
で

き
な
い
か
。

答
　
意
見
聴
取
会
で
の
意
見

は
取
り
入
れ
ら
れ
る
部
分
は

設
計
業
者
に
お
願
い
し
た
。

仕
様
や
色
づ
か
い
は
イ
メ
ー

ジ
パ
ー
ツ
や
模
型
を
示
し
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
有
効
使

用
す
る
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て

は
利
用
団
体
を
中
心
に
町
民

に
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

町のイメージアップを

どのように

図っていくのか
矢口　稔 議員

【町長】正確で魅力ある情報発信を積極的に行う

問
　
先
日
、
大
変
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
事
件
が
報
道
さ
れ

た
。
町
民
全
体
へ
の
偏
見
や

差
別
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。

今
後
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い

く
の
か
。

答
　
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
メ

デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
報
道
と

訪
れ
た
人
の
印
象
で
作
ら
れ

る
。
町
と
し
て
は
、
町
民
が
自

信
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
力
を
尽
く
す
。
ま

た
、
町
長
ブ
ロ
グ
や
観
光
協

会
の
ブ
ロ
グ
を
頻
繁
に
更
新

す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
確
で

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

問
　
町
長
が
考
え
る
来
年
の

漢
字
一
字
は
何
か
。

答
　
発
展
、
展
開
、
展
望
、
進

展
の
「
展
」
を
表
せ
る
年
に
し

た
い
。

防
災
訓
練
の
見
直
し

問
　
毎
年
８
月
下
旬
に
行
わ

れ
て
い
る
総
合
防
災
訓
練
が

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
。

様
々
な
災
害
に
対
応
し
た
訓

練
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
自
主
防
災
会
か
ら
も
実

践
に
即
し
た
訓
練
が
で
き
な

い
か
と
の
要
望
も
あ
る
。
県

と
相
談
し
な
が
ら
来
年
度
、

よ
り
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
た
訓
練
を
計
画
し
た
い
。

問
　
池
田
町
は
南
北
に
長
い
。

大
規
模
災
害
時
に
は
道
路
も

寸
断
さ
れ
、
備
蓄
品
を
取
り

に
行
け
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
災
害
備
蓄
品
の
分
散
配

置
は
で
き
な
い
か
。

答
　
来
年
度
、
消
防
防
災
の

専
門
部
署
を
設
置
す
る
。
そ

こ
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

子
育
て
環
境
の
充
実

問
　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
へ
の
支
援
と
し
て
、

福
祉
の
視
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
」
を
各
学
校
へ

配
置
す
る
よ
う
望
む
が
。

答
　
４
月
か
ら
の
組
織
改
正

の
中
で
、
子
ど
も
子
育
て
推

進
室
を
設
置
予
定
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
専
門
相
談

員
を
徐
々
に
人
数
を
増

や
し
な
が
ら
雇
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
現

段
階
で
は
は
っ
き
り
答

え
ら
れ
な
い
。
も
し
、
配

置
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
専
門
相
談
員
が
児

童
生
徒
の
動
向
を
把
握

し
て
、
速
や
か
に
県
の

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
な
げ
る

体
制
を
構
築
し
た
い
。

強風で大きな災害となった「糸魚川市大火」
多様化した災害に対する備えが必要
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問
　
現
在
の
入
学
準
備
金
で

は
足
り
な
い
。
国
も
認
め
て

増
額
分
を
交
付
金
に
盛
り
込

む
方
針
で
あ
る
。
増
額
を
。

答
　
国
の
増
額
状
況
を
見
て

当
初
予
算
で
検
討
す
る
。

特
定
健
診
料
の
無
料
化
を

問
　
特
定
健
診
料
の
無
料
化

を
小
谷
村
、
白
馬
村
、
大
町
市

が
実
施
し
て
い
る
。
池
田
町

で
も
実
施
を
。

答
　
当
町
は
通
常
の
受
診
科

目
に
加
え
、
心
電
図
と
眼
底

検
査
を
し
て
い
る
。
実
質
無

料
化
に
な
っ
て
い
る
。

公
民
館
の
役
割

問
　
公
民
館
は
地
域
住
民
の

総
合
的
な
社
会
教
育
施
設
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

月
２
日
に
「
町
民
と
政
党
の12

【
町
長
】
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
を
目
指
す

倉
科
　
栄
司

議
員

方
策
に
つ
い
て

町
な
か
活
性
化
の

問
　
町
な
か
活
性
化
に
は
、

人
が
集
ま
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
町
長
は
選
挙
公
約

で
町
な
か
（
中
心
市
街
地
）
再

生
・
活
性
化
を
あ
げ
た
。
そ
の

活
性
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
そ
の
実
現
の
た

め
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の

か
。

答
　
商
業
地
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
な
ど
生
活
上
必
要
な
機
能

を
一
定
範
囲
に
集
め
、
効
率

的
な
生
活
・
行
政
を
確
立
す

る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

化
」
を
目
指
す
。

問
　
町
な
か
を
走
る
県
道
は

道
幅
が
狭
く
、
路
上
駐
車
を

す
れ
ば
す
ぐ
に
渋
滞
が
起
き

て
し
ま
う
現
状
で
あ
る
。
人

が
町
な
か
に
集
ま
り
易
く
す

る
た
め
に
駐
車
場
の
確
保
・

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

空
き
地
が
増
え
て
き
た
町
な
か

答
　
駐
車
場
の
確

保
は
重
要
で
あ

る
。
町
な
か
に
発

生
し
て
い
る
空
き

地
を
集
約
す
る
中

で
駐
車
場
の
確
保

を
進
め
て
い
き
た

い
。

問
　
池
田
町
内
へ

の
移
住
・
定
住
を

積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し

て
二
名
の
担
当
者

が
採
用
さ
れ
た
。

休
日
議
会
　
一
般
質
問

町
な
か
の
空
き
家
・
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
移
住
希
望
者

へ
積
極
的
に
情
報
提
供
し
て

欲
し
い
。
ま
た
、
町
外
か
ら
池

田
町
に
移
住
・
定
住
を
希
望

す
る
人
達
が
、
町
で
生
計
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
な
起
業
を

目
指
す
際
、
開
業
資
金
の
助

成
な
ど
を
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

答
　
二
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
空
き
家
の
利
活
用

を
含
め
、
住
む
た
め
の
住
居
、

新
規
出
店
者
の
空
き
店
舗
の

活
用
な
ど
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
商
工
会
に

も
起
業
し
た
い
と
の
問
い
合

わ
せ
が
き
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
助
成
制

度
が
良
い
の
か
、
先
行
し
て

制
度
化
し
て
い
る
例
を
研

究
・
検
討
し
て
い
く
。

問
　
町
内
に
虫
く
い
的
に
で

き
て
い
る
空
き
地
の
集
約
化

を
行
い
、
町
な
か
に
集
合
店

舗
の
よ
う
な
形
式
の
建
物
を

建
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
町
な
か
の
総
合
整
備
は

土
地
の
集
約
化
が
必
要
で
あ

る
。
積
極
的
に
取
り
組
み
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建

設
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た

い
。

小学校入学準備金を

３月支給に

服部　久子 議員

【教育課長】３月支給は可能である

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

支
給
の
充
実
を

問
　
中
学
校
入
学
準
備
金
の

支
給
は
今
年
度
３
月
実
施
は

可
能
か
。

答
　
３
月
支
給
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問
　
小
学
校
入
学
に
同
様
な

措
置
が
と
れ
な
い
か
。
前
々

年
度
の
税
金
納
付
額
や
、
保

育
園
入
園
時
の
所
得
で
判
断

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
保
育
料
決
定
の
情
報
を

税
務
係
な
ど
か
ら
得
て
、
入

学
準
備
金
の
支
給
対
象
者
が

決
定
す
れ
ば
、
３
月
に
支
給

で
き
る
。

１
日
の
庁
議
で
検
討
し
、
公

民
館
が
取
り
消
し
の
判
断
を

し
た
。
開
催
日
前
日
の
取
り

消
し
は
、
お
詫
び
し
た
。

問
　
昨
年
９
月
も
公
民
館
で

「
戦
争
法
反
対
」
の
集
会
を
し

た
。
国
会
議
員
、
県
会
議
員
も

集
会
で
利
用
し
て
い
る
。
今

回
と
矛
盾
し
な
い
か
。

答
　
内
容
が
社
会
教
育
法
第

条
に
該
当
し
な
け
れ
ば
、

す
べ
て
の
方
に
開
放
す
る
。

問
　
公
民
館
の
行
き
過
ぎ
た

規
制
は
、
住
民
活
動
を
制
限

す
る
こ
と
に
な
る
が
。

答
　
今
回
は
反
省
す
べ
き
点

が
あ
る
。
申
請
時
に
内
容
を

よ
く
聞
き
、
難
し
い
場
合
は

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
の
ご

相
談
も
受
け
る
。

23

会場予定地だった池田町公民館
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集
い
」
池
田
町
実
行
委
員
会

の
主
催
の
集
会
を
町
は
前
日

に
取
り
消
し
た
。
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

答
　

月

日
に
チ
ラ
シ
の

内
容
の
情
報
が
入
り
、
申
請

者
に
確
認
し
た
。
申
請
時
は

「
会
議
」
だ
っ
た
が
「
集
会
」

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
集
会

内
容
が
公
民
館
の
使
用
制
限

に
該
当
す
る
な
ど
で
、

月

11

29
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休
日
議
会

一
般
質
問
・

11
月
臨
時
会

【
町
長
】
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
検
討
す
る

薄
井
　
孝
彦

議
員

町
政
懇
談
会
の
開
催
を

地
域
に
出
向
い
て
の

問
　「
町
民
主
役
の
町
政
」
を

進
め
る
た
め
、
町
政
懇
談
会

の
開
催
、
及
び
町
・
町
民
な
ど

の
役
割
、
ど
の
よ
う
に
力
を

合
せ
て
町
づ
く
り
を
進
め
る

か
な
ど
を
定
め
る
「
町
づ
く

り
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向

け
、
研
究
で
き
な
い
か
。

答
　
先
進
地
の
事
例
を
学
び

今
後
、
十
分
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
つ
い
て

問
　
介
護
保
険
に
お
け
る
要

支
援
の
訪
問
介
護
と
通
所
介

護
は
介
護
保
険
か
ら
外
さ

れ
、
来
年
度
か
ら
市
町
村
の

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
以
降
、
総
合
事

業
）」
に
移
る
こ
と
に
な
っ

た
。
総
合
事
業
の
一
般
介
護

予
防
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

答
　
要
支
援
１
・
２
の
方
の

介
護
予
防
は
「
あ
づ
み
病
院
」

に
委
託
し
て
行
う
。
軽
症
の

方
の
介
護
予
防
は
健
康
体
操

や
町
の
理
学
療
法
士
の
健
康

体
操
講
座
を
開
催
す
る
。
介

護
予
防
を
担
う
住
民
組
織
の

構
築
に
向
け
て
取
り
組
む
。

検
討
し
て
い
る
。

問
　
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
は
従
来
と
変
わ
ら
な

い
か
。
ま
た
、
設
定
さ
れ
た
単

価
設
定
で
事
業
者
の
経
営
は

維
持
・
で
き
る
の
か
。

答
　
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
従

来
と
変
わ
ら
な
い
方
向
で
あ

る
。
事
業
者
の
単
価
は
広
域

連
合
で
事
業
者
と
協
議
し
、

合
意
さ
れ
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
災
害
時
医
療
・
福
祉
救

援
活
動
に
参
加
す
る
資
格
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
向
け
検

討
で
き
な
い
か
。

答
　
資
格
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
に
つ
い
て
可
能
か
否
か

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め

る
た
め
近
隣
自
治
体
で
進
め

て
い
る
よ
う
な
新
た
な
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

を
再
開
で
き
な
い
か
。

答
　
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
は
研
究
す
る
。
一
般
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
再
開

は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
年
度
内
に
「
町
民
防
災

講
演
会
」
の
開
催
を
。

答
　
年
度
内
に
開
催
す
る
。

今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て

い
く
。

11月臨時議会は11月18日開かれ、町営バス購入仮契約の議案

を審議し、可決した。11月臨時会の概要

更
新
さ
れ
る
安
曇
野
線
バ
ス

安曇野線に用いる

町営バス１台の

購入契約を認めた

契約金額 町の説明 議会協議会での質疑

746万9,609円 ○ 平成 10年に購入した安曇野線バスは

走行距離 72万ｋｍとなり、雨漏りの

契約車種を採用した理由は

何か。

発生がみられるので更新する。 乗降口が運転席に近い車種

財源：

一般財源　747万円

○ 10社の指名競争入札を行い、町内業

者に落札した。（落札率＝85.1％）

○ 契約車種は 29人乗りのバス仕様の車

は契約車種以外にない。

(注) 500万円以上の備品購入は

議会承認が必要となるので

である。 審議した。

問

答

池田町議会だより　第113号　2017年１月25日発行 12

町
が
作
成
し
た
介
護
予
防
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ

問
　
利
用

者
の
要
望

に
そ
っ
た

総
合
事
業

に
で
き
な

い
か
。

答
　
町
民

目
線
の
総

合
事
業
と

な
る
よ
う
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■
は
じ
め
に

　「
子
ど
も
の
発
達
障
害
と
愛
着
障

害
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
見
解
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
説
明
は
、
文
部
科
学

省
の
資
料
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
テ
ー
マ
を
こ
の

紙
面
で
説
明
し
尽
く
す
こ
と
は
不
可

能
で
、
大
ま
か
な
情
報
と
受
け
止
め
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
今
後
、
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め

の
学
び
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
安
易
な
「
決
め
つ
け
」

や
「
か
ら
か
い
」
、「
排
除
」
の
理
由
な

ど
に
な
さ
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
発
達
障
害
に
つ
い
て

　
発
達
障
害
者
支
援
法
に
は
「
（
発
達

障
害
は
）
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学

習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害
で

あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お

い
て
発
現
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定

め
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
称
は
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
し
、
今
後
も
変
わ
る

と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
を

ま
と
め
て
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

を
ふ
ま
え
、
以
前
の
障
害
名
で
説
明
し

ま
す
。

◎
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

(1)

自
閉
症

　
３
歳
位
ま
で
に
現
れ
、
①
他
人
と
社

会
的
関
係
の
形
成
の
困
難
さ
、
②
言
葉

の
発
達
の
遅
れ
、
③
興
味
や
関
心
が
狭

く
特
定
の
も
の
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
特

徴
と
す
る
行
動
の
障
害
で
あ
り
、
中
枢

神
経
系
に
何
ら
か
の
要
因
に
よ
る
機

能
不
全
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

(2)

高
機
能
自
閉
症

　
前
記
「
自
閉
症
」
の
う
ち
、
知
的
発

達
の
遅
れ
を
伴
わ
な
い
も
の
を
い
い
ま

す
。
中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
要
因
に

よ
る
機
能
不
全
が
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

(3)

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

　
知
的
発
達
の
遅
れ
を
伴
わ
ず
、
か

つ
、
自
閉
症
の
特
徴
の
う
ち
言
葉
の
発

達
の
遅
れ
を
伴
わ
な
い
も
の
で
す
。

(4)

広
汎
性
発
達
障
害

　
高
機
能
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
は
広
汎
性
発
達
障
害
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
学
習
障
害
（
学
習
症
）

　
基
本
的
に
は
全
般
的
な
知
的
発
達

に
遅
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
聞
く
、
話

す
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
ま
た
は

推
論
す
る
能
力
の
う
ち
特
定
の
も
の
の

習
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難
を
示
す

様
々
な
状
態
を
指
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
枢
神
経
系
に

何
ら
か
の
機
能
障
害
が
あ
る
と
推
定

さ
れ
ま
す
が
、
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、

知
的
障
害
、
情
緒
障
害
な
ど
の
障
害

や
、
環
境
的
な
要
因
が
直
接
の
原
因
と

な
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
注
意
欠
陥
／
多
動
障
害
（
注
意
欠
如

／
多
動
症
）

　
年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣
り
合

い
な
注
意
力
及
び
衝
動
性
、
多
動
性
を

特
徴
と
す
る
行
動
の
障
害
で
社
会
的

な
活
動
や
学
業
の
機
能
に
支
障
を
き

た
す
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
７
歳
以
前
に
現
れ
そ
の
状

態
が
継
続
し
、
中
枢
神
経
に
何
ら
か
の

要
因
に
よ
る
機
能
不
全
が
あ
る
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

神谷　哲彦
こども支援センター長

　
前
号
「
議
会
だ
よ
り
」
の
予
算
決
算

特
別
委
員
会
審
査
で
「
子
ど
も
の
発
達

障
害
」
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
、
町
こ
ど

も
支
援
セ
ン
タ
ー
長

神
谷
哲
彦
さ
ん

に
２
回
に
わ
た
り
寄
稿
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
発
達
障
害
」
編
で
す
。

《略歴》長野県教員として 11

校勤務、現在町福祉課こども支

援センター長、日本発達障害

ネットワークながの理事

子
ど
も
の
発
達
障
害
・
愛
着
障
害
に
つ
い
て
●

子
ど
も
の
発
達
障
害
・
愛
着
障
害
に
つ
い
て
●１

常
任
委
員
会
活
動
・
子
ど
も
の
発
達
障
が
い

●「池田町食育基本条例」の制定を目指し

ています。その第一歩として、日本で初

めて「食育基本条例」を定め食育の町と

して有名な福井県小浜市へ１月26～27

日に研修に行きます。

●２月21日には県内の食育の権威者であ

る「市場祥子」先生の講演会を開催します。　

どなたでも参加できます。

日時　２月21日（火）13:30～15:30

場所　町役場２階大会議室

講師　市場　祥子先生

39年間県内学校・給食センター

勤務、文部省食育推進委員

生きる力を育む　食育講演会

●町営バスの利用状況を試乗調査により検討します。

●「子育て支援」について勉強するため町子ども支援セン

ター長、神谷哲彦さんの講義を開催することになりまし

た。開催日程は次のとおりです。参加希望者は議会事務

局までご連絡ください。

《
総
務
福
祉
委
員
会
》

閉会中の常任委員会活動

いち ば　 さち こ

生きる力を育む　食育講演会

入場
無料

日時　１月25日（水）、２月６日（月） 10:00～12:00

《
振
興
文
教
委
員
会
》

１
月
16
日
　
子
育
て
学
習
会



　

県
道
大
町
・
明
科
線
５
丁
目

の
信
号
か
ら
東
山
に
約
８
ｋ
ｍ

入
っ
た
広
津
六
地
蔵
を
左
折
し

た
所
が「
高
照
山
桜
の
里
」入
り

囗
で
あ
る
。

　

山
頂（
標
高
９
１
９
ｍ
）で
は

山
桜
、北
ア
ル
プ
ス
・
戸
隠
・
浅

間
山
の
山
並
み
、百
人
一
首
の

桜
の
歌
碑
、シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を

楽
し
め
る
。

◎
高
照
山
を
山
桜
の
里
に
し
よ

う
と
し
た
き
っ
か
け
は
？

雛
沢　

大
町
高
校
卒
業
後
、35

年
間
広
津
の
自
宅
で
家
業
の
酪

農（
ミ
ル
ク
生
産
）を
継
ぎ
、頑

張
っ
て
き
た
。
60
歳
を
過
ぎ
て

体
調
を
崩
し
、検
査
の
結
果
、直

腸
癌
だ
っ
た
。何
回
も
手
術
を

受
け
、「
余
命
は
あ
と
５
年
」と

言
わ
れ
た
。「
寿
命
は
限
ら
れ
て

い
る
か
ら
何
か
で
き
る
こ
と
を

し
ょ
う
」と
思
い
を
巡
ら
し
た
。

受
け
継
い
で
き
た
山
林
の
荒
れ

放
題
が
気
に
な
り
、大
好
き
な

桜
を
植
え
、「
山
桜
の
里
に
し
ょ

う
」と
活
動
を
開
始
し
た
。

　

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の

編
集
を
と
考
え
今
年
度
か
ら

「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
名
の
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か

ら
は
、
率
直
な
ご
意
見
ご
感

想
ば
か
り
で
な
く
、
写
真
や

構
成
、
ち
ょ
っ
と
し
た
活
字

の
大
き
さ
や
見
出
し
の
工
夫

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ

ィ
ア
を
い
た
だ
き
、
さ
っ
そ

く
、
次
号
の
編
集
へ
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
。
日
本
で
も

鶏
は
新
た
な
時
代
を
開
く
吉

祥
の
シ
ン
ボ
ル
と
か
。
町
民

の
み
な
さ
ん
の
声
を
活
か

し
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る

「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
を

と
思
い
ま
す
。

（
大
蔦
奈
美
子
議
会
事
務
局
長
）

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

 

委
員
長   　
　

薄
井　

孝
彦

 

副
委
員
長   　

桜
井　

康
人

 

委　
　

員   　

倉
科　

栄
司

　
　
　
　
　
　

矢
口　
　

稔

　
　
　
　
　
　

大
出　

美
晴

　
　
　
　
　
　

立
野　
　

泰

編  

集  

後  

記

◎
今
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
思
い
は
？

雛
沢　

私
の
取
り
組
み
に
共
感

し
た
有
志
が
翌
年
に
愛
護
会
を

立
ち
上
げ
て
、協
力
し
て
く
れ

た
。お
か
げ
で
山
は
桜
で
一
杯

に
な
っ
た
。知
人
の
紹
介
で
綺

麗
な
紫
色
の
花
が
咲
く
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
も
植
え
始
め
た
。ま
た
、

短
歌
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、桜
を
詠
ん
だ
百
人
一
首
の

歌
碑
を
建
立

し
た
。そ
ん

な
な
か
病
状

も
回
復
し

た
。平
成
24

年
に
は
桜
の

女
王
ミ
ス
日

本
、玉
川
恵

都
子
さ
ん

（
写
真
）を
招

き
、桜
の
歌
碑
建
立
竣
工
式
を

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
で
行
っ
た
こ
と
は
感
慨
深

い
。

◎
今
後
の
課
題
は
？

雛
沢　

私
も
含
め
、愛
護
会
の

会
員
が
老
齢
化
し
、活
動
に
支

障
も
で
て
き
た
。４
月
か
ら
本

格
的
に
組
織
の
立
て
直
し
に
取

・昭和９年２月、池田町広津生まれ（82歳）

・広津高照山桜の里愛護会代表

・高照山桜の百人一首の歌碑保存会代表

・平成12年から14種類の桜4000本、平成14

年からシラネアオイ4500株を植栽。

・平成18年に山頂に山桜を詠む百人一首の

歌碑建立開始、平成24年完成。

・平成24年「公益財団法人日本さくらの会」

から長年の功績が認められ、「全国さく

ら功労者」として表彰される。

  

雛沢　潤一 さん（広津）

略　　　歴

　
議
会
報
編
集
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、生
の
声
を
届

け
ま
す
。

 ― 第２回 ― 

山
桜
が
咲
き
誇
る
春
の
高
照
山

り
組
み
た
い
。ご
支
援
い
た
だ

け
る
方
は
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
。

◎
町 

・ 

議
会
へ
望
む
こ
と
は
？

雛
沢　

地
域
の
絆
を
強
め
、美

し
く
住
み
や
す
い
広
津
を
目
指

し
た
い
。広
津
の
活
性
化
の
た

め
、町
・
議
会
に
は
い
っ
そ
う
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
。

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

大峰高原
七色カエデ

池田五丁目池田三丁目

広津
六地蔵

高照山桜の里

雛沢さん宅

８km

Ｎ

雛沢さん連絡先　電話６２－８０５７

ひなざわ   　じゅんいち
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